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別添１ 

 

函館市亀田交流プラザ管理業務処理要領 

 

Ⅰ 管理業務の範囲                                

 

１ 函館市亀田交流プラザ条例第４条の事業の実施に関すること 

（１） 市民への生涯にわたる学習活動の場および機会の提供に関すること。 

ア 各種講座，教室，講演会等の実施 

・ 手芸，料理，体操などの体験教室や各種講座など，多様な講座を開催すること。 

 

イ 児童（１８歳未満）を対象とした無料体験講座および季節行事の実施 

   ・ 子ども体育室や子ども活動室において，児童を対象に折り紙や各種工作等の無料体験講

座のほか，子どもの日や七夕等の季節行事を実施すること。 

 

ウ 高齢者対象大学（２年制）の実施 

   ・ 入学（進級）式，卒業（修了）式を含めて年３０回開講することとし，受講料は無料とするこ

と。 

   ・ 入学者の募集は隔年で行い，２年制で実施すること。 

・２年制のため指定管理期間最終年度の入学者は，次期指定管理期間において２年目を受 

講できることとし，事務等の引き継ぎを行うこと。 

   ・ 講座の実施にあたり生涯学習リーダーバンク登録者の活用を可能とする。 

   ・ 他の高齢者対象大学との調整が必要な事項（受講者募集時期等）については，事前に函

館市教育委員会（以下「委員会」という。）と協議すること。 

  ※ 入学者実績 

    令和６年度 １８０人（予定） 

    令和４年度 １５０人 

    令和２年度 １５０人 

     

エ 生涯学習リーダーバンク登録者による体験講座の実施 

・ 生涯学習リーダーバンク登録者を利用して，歴史，救命防災等の講話等を年１０回以上

実施すること。 

 

オ 生涯学習に資する団体や指導者の育成，連携事業の実施 

 ・ 卓球教室や空手教室，英語教室等の指導を通じた指導者や団体の育成を図り，函館市亀
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田交流プラザ（以下「プラザ」という。）で行う事業において活用すること。 

カ 生涯学習情報の提供 

・ 「ＨＡＫＯＤＡＴＥまなびっと広場」等市内で実施される生涯学習情報の提供をすること。 

 

（２） 市民への多様な交流の場および機会の提供に関すること。 

ア 高齢者（６０歳以上）を対象とした合同行事の実施 

   ・ 他の高齢者対象施設等と合同で囲碁・将棋大会や芸能発表会などを実施すること。 

また，合同行事の内容に合わせた各種教室等を実施すること。 

 

イ 高齢者（６０歳以上）の活動の場の無料開放事業の実施（場所：交流集会室，交流スペース，

交流活動室，軽運動室） 

・ 高齢者（および付き添いの者等）を対象に，開館日の午前９時から午後５時まで無料開放 

を毎日実施し，居場所の提供を行うこと。 

   ・ 開放時間中は，高齢者の安全管理等のため従業員を１人以上配置し，交流スペースや交

流集会室を利用したレクダンスやヨガ等のレクリエーションを実施すること。 

   ・ 対象者の利用にあたっては，登録制を採用するなど適切に把握し，入退場管理すること。 

     

ウ 高齢者（６０歳以上）を対象とした無料教養講座の実施（場所：交流集会室，交流スペース，

交流活動室，軽運動室） 

   ・ 上記イの事業以外に，午前９時から午後５時まで間，高齢者を対象に書道，茶道，手芸，

舞踊，民謡，囲碁・将棋などの無料教養講座を年６種以上，各１０回以上実施すること。 

 

エ 児童（１８歳未満）の活動の場の無料開放事業の実施（場所：子ども体育室，子ども活動室） 

   ・ 児童（および付き添いの保護者等）を対象に，開館日の４月から９月までは午前９時から 

午後６時まで，１０月から３月までは午前９時から午後５時まで無料開放を毎日実施し，活動 

の場の提供を行うこと。 

ただし，午前９時から午後１時までは，未就学児と付き添いの保護者等を対象としたキッズ

コーナー等の遊びの場および歓談の場として開放し，未就学児を対象とした手遊びや紙芝

居などを適宜（月１回程度）実施すること。 

なお，施設の休館日を除く函館市立の小・中学校の休業日（土日祝日および長期休業（年

度始休業，夏季休業，冬季休業，年度末休業）期間中）については，午前中から小中学生等

も利用するため，未就学児と付き添いの保護者等を対象とした開放のみではなく，児童（１８

歳未満）を対象とした開放事業についても実施すること。 

また，開放にあたっては，時間帯で年齢により使用場所（子ども体育室と子ども活動室）を

区分するなど，児童の安全に配慮して実施すること。 

・ 開放時間中は，児童館等に配置する「児童の遊びを指導する者」の任用資格と同等の資
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格を有する者を，午前９時から午後１時までは１人以上，４月から９月は午後１時から午後６

時まで，１０月から３月は午後５時までは２人以上配置し，安全かつ自主的に遊ぶことができ

るよう適宜管理すること。 

ただし，施設の休館日を除く函館市立の小・中学校の長期休業期間中の午前９時から午

後１時までは，２人以上配置すること。 

・ 開放中は，子ども体育室を利用した卓球やバドミントン，子ども集会室を利用したボードゲ 

ーム大会などを開催して，児童に遊びの指導を行うこと。 

・ 対象者の利用にあたっては，登録制を採用するなど適切に把握し，入退場管理すること。 

 

オ 青少年（１２歳から２９歳まで）を対象とした無料開放事業の実施（週１回程度） 

   ・ 青少年を対象に，体育室等を無料開放し，スポーツ活動等に供すること。 

 

カ 子ども達の健全育成のために活動する地域組織と連携した事業の実施 

   ・ 子ども達の健全育成のために活動する地域組織と連携して，児童を対象とした事業を行う

こと。 

 

キ 多世代交流事業の実施 

・ 絵本の読み聞かせ，親子運動会，昔のおもちゃづくりなど，幅広い世代がふれあう事業を 

実施すること。 

 

（３） その他プラザの設置の目的を達成するために必要な事業 

ア 保健師による健康相談等の実施（場所：保健相談室） 

   ・ 看護師助産師保健師法（昭和２３年７月３０日法律第２０３号）に基づく保健師の資格を有

する者を配置し，開館日の午前９時から午後５時までの間で，原則週５日（週３１．２５時間）

以上，児童や高齢者に関する健康相談等を実施すること。 

 

イ 図書コーナー（ふれあいホール内）・児童図書コーナー（子ども活動室内）の管理運営 

・ 図書コーナーの利用者の管理，図書の貸出・返却，書誌データの作成等については市備

品の図書管理システムを使用すること。 

・ 図書を管理するシステムについては，年１回の保守を行うこと。 

・ 毎年１回以上，図書の棚卸を実施し所蔵状況を市に報告すること。 

（ア） 図書コーナー 

・ 図書は常時３，０００冊以上所蔵し，必要に応じて補修や購入を行う等，適切な維持管理を

すること。 

なお，図書コーナーの図書は講座などの事業や各種活動と関連した実用書，教養雑学本，

文芸書や函館ゆかりの本等に加え，来館者が気軽に読むことができる新刊本や文庫本を
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中心に整備することから，破損，汚損，紛失のほか，定期更新等の場合には，これらを踏

まえ図書を購入すること。 

また，新規購入や除籍，廃棄等を行った図書は，月次報告書に記載し，市に報告するこ

と。 

    ・ 図書以外に新聞や雑誌等を４０誌程度配置すること。 

・ 希望者に対しては図書の貸出を行うこと。ただし，新聞・雑誌の新刊の貸出は行わない

こと。 

・ 利用・貸出時間は，ふれあいホールの開館時間内で定めること。 

   ・ ふれあいホール以外の読書場所については，他のフリースペース（各階ラウンジ，会議

室ラウンジ，交流スペース（夜間），交流活動室（夜間））を活用するなど，可能な限り配慮

すること。 

・ 図書の盗難を防止するための措置を講じること。 

・ 図書の貸出や返却に係る窓口，方法，冊数，期間，督促などの手続きを定めること。 

（イ） 児童図書コーナー 

   ・ 利用の対象は児童（および付き添いの保護者等）とすること。 

・ 児童図書は常時１，５００冊以上所蔵し，必要に応じて補修や購入を行う等，適切な維

持管理をすること。 

なお，児童図書コーナーの児童図書の整備にあたっては，児童書（絵本，マンガ本等）

を整備するが，破損，汚損，紛失のほか，定期更新等の場合には，同様の趣旨の児童図

書を購入すること。 

     ・ 希望者に対しては児童図書の貸出を行うこと。 

・ 利用・貸出時間は，児童（１８歳未満）の無料開放事業の実施時間内で定めること。 

   ・ 利用場所は，児童のみの場合は子ども活動室とし，保護者等付き添いがいる場合は， 

フリースペースを活用するなど，可能な限り配慮すること。 

・ 児童図書の盗難を防止するための措置を講じること。 

・ 児童図書の貸出や返却に係る窓口，方法，冊数，期間，督促などの手続きを定めるこ

と。 

 

  ウ 壁面等を利用した展示事業の実施 

   ・３階大会議室前廊下の壁面等において，絵画や写真，書などの作品展示を希望する個人

や団体による展示事業を実施すること。 

  

  エ フリースペースの管理業務 

・１階ふれあいホールや２階交流スペース（午後５時以降）などのフリースペースについて，学

生の勉強等での長時間利用に係るルール作りを行い，様々な利用者が公平に利用できるよ

う管理すること。 
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２ 施設の使用の許可および制限に関すること 

項 目 頻 度 業務内容 

使用許可申請書の受理

および許可 

随時 （１） 使用許可申請および許可（シャワー室の使用の許 

可を除く。） 

・ 使用許可申請書を受理し，使用許可書を交付す

ること。 

  なお，シャワー室を使用しようとする者について

は，使用料を添えて申請させ，使用を許可するこ

と。 

（２） 使用の不許可 

・ 秩序もしくは風紀を乱し，または他人に迷惑を及

ぼすおそれがあると認められるとき，建物，附属設

備等を損傷し，汚損し，または消滅するおそれがあ

ると認められるとき，その他プラザの管理上支障が

あると認められるときは使用（変更）不許可決定通

知書を交付し，使用を許可しないこと。 

 

（３） 許可事項の変更 

・ 許可を受けた事項に変更が生じた場合，利用者

から使用変更許可申請書の提出を受け，許可する

場合は使用変更許可書を交付し，許可しない場合

には使用（変更）不許可決定通知書を交付するこ

と。 

（４） 使用料の収納・減免等 

    「５ 公金収納業務に関すること」に記載 

特別設備等の許可 随時 ・ 使用者が特別の設備を設置し，または既存の設備を

変更しようとするときは，使用者から特別設備設置等許

可申請書を受理し，許可する場合は特別設備設置等許

可書を交付し，許可しない場合には特別設備設置等不許

可決定通知書を交付すること。 

使用中止の届出の受理 随時 ・ 使用者がプラザの使用を中止しようとするときは，使用

中止届出書を受理すること。 

損傷等の届出の受理，

指示 

随時 ・ 使用者が建物および附属設備等を損傷し，汚損し，ま

たは滅失したときは，損傷（汚損，滅失）届出書を受理し，

適切な指示を行うこと。 
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使用の制限等 随時 ・ 使用者が条例またはこれに基づく規則に違反したとき

等は，使用の許可を取消し，または使用を停止し,もしくは

使用の条件を変更することができる。 

その他 随時 ・ 受付業務のマニュアルおよび利用上の手続きや注意

事項を記載した使用マニュアルを作成すること。 

・ 使用者が施設内の秩序もしくは風紀を乱し，または他

人に迷惑を及ぼすおそれが認められるなどの場合，利用

の制限もしくは退館を求めること。 

 

３ 維持管理に関すること 

 維持管理業務の頻度は法令等の定めによるものとし，それ以外の業務については下記に記載

の頻度を目安として行うこと。 

 

（１） 清掃業務 

 ・ プラザの清潔および美観を保つため，利用者の妨げにならないよう実施すること（別表１，

２，３参照。） 

 

（２） 敷地内の除草ならびに緑化等管理 

  ・ プラザ敷地内の植栽や芝生などの維持管理業務を適宜行うこと。 

 

（３） 敷地内の除雪 

 ・ プラザ敷地内の除排雪を適切に行うこと（別表４参照）。 

 

（４） 塵芥処理 

  ・ プラザで生じた塵芥の分別および処分を適切に行うこと。 

 

（５） 警備 

・ プラザの警備を適切に行うこと（別表５参照）。 

 

（６） 消防法および関係法令に基づく法定点検等の実施と事務手続き 

ア 消防用設備の法定点検を適切に行うこと（別表６参照）。 

イ 非常用発電設備（自家用発電機）の法定点検を適切に行うこと。 

ウ 非常用発電設備（自家用発電機）燃料用の地下埋設オイルタンク等の法定点検を行うこと。 

エ 防火対象物定期点検に関する事務を行うこと。  

オ 消防計画の作成・変更等に関する事務を行うこと。  

カ 自衛消防訓練とこれにかかる消防署への通知を行うこと。 
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（７） 建築基準法および関係法令に基づく法定点検等の実施 

・ エレベーターの法定点検と保守点検を行うこと（別表６参照）。 

※ 建築基準法第１２条の規定に基づく点検のうち，エレベーターを除く項目については委員会

が行う予定です。 

 

（８） 電気事業法および関係法令に基づく法定点検等の実施  

ア 自家用電気工作物保安規程の制定，届出を行うこと。 

イ 電気主任技術者の選任，届出を行うこと。 

ウ 自家用電気工作物の法定点検を行うこと（別表６参照）。 

エ 事故発生時の応急措置の指示および事故発生後における精密点検を行うこと。 

オ 官庁検査等の立ち合いを行うこと。 

カ 電気事業法に規定する手続業務の指導を行うこと。 

キ 絶縁監視装置の常時監視を行うこと。 

 

（９） ガス事業法および関係法令に基づく法定点検等の実施 

・ ガス給湯器の法定点検を行うこと（別表６参照）。 

 

（１０） 水道法および関係法令に基づく法定点検等の実施 

・ 受水槽等の法定点検を行ってください（別表６参照）。 

 

（１１） フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律に基づく空気調和設備の法定

点検の実施 

・ 空気調和設備の法定点検等を行うこと（別表６参照）。 

 

（１２） 労働安全衛生法および関係法令等に基づく法定点検等の実施 

・ 機械換気設備の法定点検を行うこと（別表６参照）。 

 

（１３） 建築物における衛生的環境の確保に関する法律および関係法令に基づく法定点検等の

実施 

・ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく届出を行うこと。また，同法に基づ

く各種の維持管理業務を適切に実施すること。  

 

（１４） その他プラザの設備の維持管理に必要な保守点検の実施（別表６参照） 

ア 自動扉の保守点検 

・ 自動扉開閉装置の開閉機能を良好に保全し，さらに自動扉に一般的に求められている安
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全性を維持するため，適切な点検，調整，修理等の業務を行うこと（年２回）。 

 

イ 舞台設備の保守点検 

・ 舞台設備の保守点検を適切に行うこと（令和３年度，令和５年度に１回ずつ） 

 

ウ スライディングウォールの保守点検 

・ スライディングウォールの保守点検を適切に行うこと（年１回）。 

 

エ 排水設備の定期清掃等 

・ 排水設備の清掃と保守点検を適切に行うこと（年１回）。 

 

オ 非常用発電設備（自家用発電機）の保守点検 

・ 自家用発電機の保守点検を適切に行うこと（年１回）。 

 

カ 音響・映像設備の保守点検 

・ 音響・映像設備の保守点検を適切に行うこと（令和７年度，令和９年度，令和１１年度に１回

ずつ）。 

 

キ ピアノの点検 

・ グランドピアノを良好に保全し，保守点検を行うこと（年１回）。 

 

ク 設備時計の保守点検 

・ 設備時計の保守点検を適切に行うこと（令和７年度，令和９年度，令和１１年度に１回ずつ）。 

 

ケ ネットワーク機器の保守点検 

・ 無料で利用できる公衆用無線 LAN と，貸館利用者と施設管理者が使用する管理者系統の

ネットワークをそれぞれ維持管理すること（毎日）。 

 

コ 融雪用ボイラーの保守点検 

・ ロードヒーティング用ボイラーの保守点検を適切に行うこと（年１回）。 

 

サ ロードヒーティングの保守点検 

・ ロードヒーティング設備の保守点検を適切に行うこと（年１回）。 

 

シ 空気調和設備の保守点検 

・ EHP・GHPの保守点検を適切に行うこと（年２回）。 
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ス 地下駐車場換気設備の保守点検 

・ 地下駐車場換気設備の保守点検を適切に行うこと（年１回）。 

 

セ 加圧給水ポンプユニットの保守点検 

・ 上水用ポンプの保守点検を適切に行うこと（年１回）。 

 

ソ 自動体外式除細動器（AED）の管理 

・ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を１台以上確保すること。また，その使用方法を習熟し，日常 

点検・記録を行い，適切に管理すること。 

 

タ 建物内外の照明や太陽光パネルなど各種設備の日常的な動作確認や消耗品の交換 

 

チ 環境への配慮 

・ 管理業務を行うにあたっては，省エネルギー・省資源に努め，ごみの減量・リサイクル・分

別を徹底すること。また，環境に配慮した製品の使用に努めること。 

 

別表１ 清掃業務詳細 

清掃種別 業務内容 頻度等 

日常清掃 床面モップ拭き 毎日 

交流活動室３（和室）の畳の拭き上げ 毎日 

ふれあいホールやラウンジなどの利用者がくつろぐための什器や家

具の除塵・拭き上げ 

毎日 

交流活動室や軽運動室，子ども活動室などの付属備品の除塵・拭き

上げ 

毎日 

ガラス壁およびガラス戸の拭き上げ 毎日 

自動ドアの拭き上げ 毎日 

紙屑入れの処理 毎日 

流し場清掃 毎日 

シャワー室清掃 毎日 

トイレにおける衛生陶器の清掃，汚物処理，鏡磨き，トイレットペーパ

ーの補充 

２回/日 

建物周辺部の拾い掃き 毎日 

定期清掃 床面洗浄 ２回/年 

講堂・体育室・子ども体育室のワックス塗布・研磨 ２回/年 

マット洗浄 １回/月 
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窓ガラス清掃 ４回/年 

※ 清掃業務には，環境に配慮した資機材・洗剤等を優先的に使用してください。 

 

別表２ 清掃業務参考資料（床材質・面積） 

（１階） 

区 分 材質 面積（㎡） 区 分 材質 面積（㎡） 

風除室１ 

ふれあいホール 

講堂 

準備室 

風除室２ 

ロビー 

総合案内 

事務室 

風除室３ 

EV 

ＶＴ 

ＶＴ 

フロ 

ＶＳ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

17.91 

252.68 

390.77 

22.82 

15.07 

271.32 

4.82 

59.50 

7.32 

4.08 

トイレ 

更衣室 

体育室 

階段（１） 

 

ＶＳ 

ＶＴ 

フロ 

ＶＳ 

 

64.07 

33.51 

306.67 

111.93 

 

（２階） 

区 分 材質 面積（㎡） 区 分 材質 面積（㎡） 

トイレ 

廊下 

交流活動室１ 

交流活動室２ 

交流活動室３（和室） 

交流スペース 

交流活動室４ 

交流活動室５ 

保健相談室 

交流集会室 

ＶＳ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

ＶＴ 

66.56 

260.30 

17.59 

26.05 

20.30 

165.41 

23.43 

24.51 

10.75 

75.48 

軽運動室 

あかちゃん休養室 

給湯室 

事務室 

玄関・廊下（５）・児童ト

イレ 

子ども活動室 

子ども体育室 

観覧スペース 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＴ 

ﾌﾛ・VS 

 

ＶＴ 

フロ 

ＶＳ 

25.30 

11.38 

8.98 

36.80 

39.58 

 

36.56 

155.56 

44.62 

 

（３階） 

区 分 材質 面積（㎡） 区 分 材質 面積（㎡） 

大会議室１ 

大会議室２ 

大会議室３ 

トイレ 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

159.72 

144.14 

150.24 

67.62 

研修室２（調理機能）

更衣室（職員用） 

休憩室（職員用） 

清掃員控室 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

40.98 

16.16 

14.79 

14.56 
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廊下 

小会議室１ 

小会議室２ 

小会議室３ 

小会議室４ 

研修室１（和洋兼用） 

ＶＴ 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

ＶＳ 

384.16 

39.33 

39.33 

36.77 

36.77 

41.25 

 

（地階） 

区 分 材質 面積（㎡） 区 分 材質 面積（㎡） 

前室 ＶＴ 12.48    

※ ＶＳ＝ビニル床シート，ＶＴ＝ビニル床タイル，フロ＝フローリング 

※ 仕様等は予定であるため変更になる可能性があります。 

 

別表３ 清掃業務参考資料（窓ガラス面積およびトイレ数） 

階 窓面積（㎡） 手洗い トイレ（小） トイレ（大） オストメイト 

対応トイレ 

ユニットシャワー 

１階 154.48 5 5 10 1 4 

２階 136.16 6 5 13 1  

３階 330.07 5 3 10 1  

※ 仕様等は予定であるため変更になる可能性があります。 

 

 

 

別表４ 除雪業務参考資料（面積関係） 

箇所 面積（㎡） 

屋外駐車場 ９６８．３０ 

建物北側敷地 １０３．３０ 

歩行者通路 １８８．７８ 

※ 仕様等は予定であるため変更になる可能性があります。 

 

別表５ 警備業務詳細 

１ 警備内容 
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（１） 火災の防止および早期発見 

（２） 未処理可燃物等の有無の確認および処理 

（３） 盗難の防止および早期発見 

（４） その他警備に附随する事項 

 

２ 警備方法 

（１） 警報装置と警備センターの監視装置（以下，「機械警備」という。）および警備員の総合力 

を組み合わせた強力迅速な警備方法による。 

（２） 警備員による外部巡回警備（無線巡回車使用）を「３ 機械警備実施時間」内に１回以上 

実施する。 

（３） 火災報知については毎日２４時間間断なく実施する。 

 

３ 機械警備実施時間 

（１） 機械警備の実施時間は，警備対象施設が無人の状態にあるときとし，概ね２２：３０～ 

８：１５（休館日は２４時間）の間とする。 

（２） 警備は，施設からの警報装置作動開始の信号を受けたときから始まり，施設からの警報 

装置作動解除の信号を受けたときに終わるものとする。 

 

４ 警備機構 

（１） 警報装置 

施設で発生した異常事態を警備センターへ自動的に通報する機能を有するものとする。 

（２） 警備センター 

機械警備実施時間中，警報受信装置を監視するとともに，常に無線巡回警備車との連 

絡を保持する。 

（３） 無線巡回警備車 

常に警備センターと連絡を保持し，施設の異常事態に備える。 

 

５ 緊急時の報告 

警報装置の故障，事故の発生等緊急時には，速やかに現場に向かい，事態の確認と原因 

等の調査をするとともに，必要に応じ，消防署，警察署等の関係機関および施設長へ報告し，

事態の拡大防止のための迅速適切な措置を講ずるものとする。 

 

別表６ 点検業務参考資料 

設備項目 設置箇所 

機器名称等 

数量 仕様等 

自動扉 地階 １  
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風除室（１） ３  

風除室（２） ２  

風除室（３） ２  

身障者駐車場横出入口 １  

エレベーター  １ 寝 台 用 1,000kg 

45m/min ４停止 

スライディングウォール １階 講堂 SLW-101 １ H6,000(mm) 

W14,800(mm) 

３階 大会議室１ SLW-301 １ H2,600(mm) 

W10,000(mm) 

３階 大会議室２ SLW-301 １ H2,600(mm) 

W10,000(mm) 

３階 大会議室３ SLW-301 １ H2,600(mm) 

W10,000(mm) 

研修室 １ H2,600(mm) 

W4,350(mm) 

排水設備 

（地下雑排水槽及び雨水

槽） 

 １ 雑排水槽  15.80㎥ 

雨 水 槽   16.09㎥ 

排水ポンプ  ４基 

舞台設備 シーリングライト ６  

袖幕 １  

引割幕 １  

東西幕 １  

美術バトン １  

カスミ幕，見切幕（共吊） １  

バック幕 １  

ホリゾント兼スクリーン １  

制御盤 １  

操作スイッチ ２  

外灯  ８  

自家用電気工作物 高圧受電設備 

６，６００V受電 

屋内キュービクル式 

１ １φ変圧器 200kVA 

１ ３φ変圧器 300kVA 

１ ３／２φ変圧器 30kVA 

非常用発電設備 自家用発電機 １ AP230D 200kVA 
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給油設備 地下オイルタンク 

 

１ 鋼製強化プラスチック 

製二重殻タンク 4000L 

発電機室サービスタンク １ 300L 

オイルポンプ ２  

ネットワーク設備 スイッチング HUB H16 ３  

スイッチング HUB H24 １  

スイッチング HUB P16 １  

スイッチング HUB P24 ２  

アクセスポイント AP1 １３ インターフェース１ポット 

アクセスポイント AP2 ７ インターフェース２ポット 

ルーター RT ２  

無停電電源装置 UPS １  

音響・映像設備 

（大会議室・交流集会室） 

システムラック １  

デジタルミキサー １  

５入力１出力デジタルマルチ

スイッチャー 

１  

外部入出力パネル １  

ワイヤレスチューナー １  

SD×２＋USB＋CD レコーダー  １  

業務用ブルーレイディスク＆

HDDレコーダー 

１  

パワーコントローラー １  

パワーアンプ（４０W） １  

シーリングスピーカー ６  

天井吊下型スピーカー ２  

ワイヤレスアンテナ（壁取付型） ６  

ワイヤレスマイクロホン（ハンド型）  １  

ワイヤレスマイクロホン １  

タイピンマイクキット １  

ワイヤレスマイク充電器 １  

床上型マイクロホンスタンド

（フリーストップ） 

１  

卓上型（マイクロホンスタンド）  １  

フロアコンセント（cat6） ３  

交流集会室スピーカーコンセント １  
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液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー

WXGA4000lm 

１  

HDMI ツイストペアケーブル

延長器（受信器） 

１  

１２０型三脚スタンドスクリーン １  

音響・映像設備 （講堂） 移動型操作ワゴン ２  

音響映像機器架 １  

メインスピーカー １  

シーリングスピーカー １  

移動型スピーカー ２  

ワゴン接続版 ３  

ワイヤレスアンテナ ４  

マイクコンセント ６  

スピーカーコンセント ６  

フロアコンセント ２  

ワイヤレスマイク ハンド型 ２  

ワイヤレスマイク タイピン型 ２  

ワイヤレスマイク充電器 ２  

有線マイク ２  

マイクスタンド 床置型 ２  

マイクスタンド 卓上型 ２  

スピーカー延長ケーブル（１０ｍ） ２  

マイク延長ケーブル（１０ｍ） ２  

プロジェクター １  

電動スクリーン １  

設備時計 ラック組込型親時計 １ SC-5520L 

φ310 壁掛型子時計 ３２ SC-301C  

φ550 壁掛型子時計 １ SC-503N 

φ550 壁掛型子時計（ガード付） ２ SC-503N 

φ300 壁埋込型子時計 ２ SC-341S 

φ400 壁埋込型子時計 ６ SC-441S 

長波電波受信機 １ LFR-200R-10C 

消防用設備  

消火器 

蓄圧式小型粉末消火器 ２８  

大型粉末消火器 １  

消防用設備  R型受信機 510AD １  
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自動火災報知設備 

 

機器収納盤 P,L収納 １  

機器収納盤 P(WP),L(WP) １  

機器収納盤 検知器 ２  

光電アナログ式スポット型 ２種  ３５  

光電アナログ型スポット型 

側面点検口付 

１  

差動スポット型感知器 ２０３  

差動スポット型感知器 放水型 １８  

定温アナログ式スポット型 防水型 ３２  

光電アナログ式スポット型 ３種  １４  

空気管コイル巻 １  

表示灯 １５  

消防用設備 

  非常放送設備 

増幅器操作部 ２４０W １  

スピーカー １１６  

誘導灯および誘導標識  誘導灯 B級 ４９  

誘導灯信号装置 ２  

消防用設備 

スプリンクラー設備 

メインポンプユニット １  

自動警報弁 ４  

送水口 １  

スプリンクラーヘッド  ４５３  

補助散水栓 １３  

消火薬剤貯蔵容器 ２  

起動用ガス容器 ２２  

起動用操作箱 手動起動装置  ２  

制御盤 １  

音声警報装置 １  

表示装置 表示盤 １  

電源装置 バッテリー １  

スピーカー ５  

圧力スイッチ 放出表示用他 ９  

噴射ヘッド ３０１  

消防用設備 

防火戸・避難器具 

防火戸 １３  

緩降機 ４  

融雪用ボイラー ガス温水式熱源機 

（歩道ロードヒーティング用） 

２ 出力 48.5kW 
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ガス温水式熱源機 

（スロープロードヒーティング用）  

１ 出力 143kW 

ロードヒーティング ガス温水式熱源機  

GHB-1～GHB-2 

３  

温水ポンプ HP-1 １  

不凍液注入ポンプ BP-1 １  

膨張タンク ET-1 １  

ガス給湯器 

（GWB－1，GWB－２） 

１６号 １ 出力 34.9kW 

２４号 ３ 出力 52.3kW 

受水槽  １ FRP製 13.1 ㎥水槽 

機械換気設備 全熱交換型空調換気扇 

HEA-1～HEA11 

４２  

集中リモコン 全熱交換型換

気扇用 HEA-RC 

１  

送風機 給気系統用 SF-1～

SF-4 

４  

排風機 排気系統用 EF-1～

EF-10，RF-1 

１７  

有圧換気扇 PF-1～PF-2 ２  

天井埋込形換気扇  

VF-1～VF12 

２２  

排煙機 SMF-1 １  

空気調和設備 EHP室外機 EHP-1～EHP-6 ６  

EHP室内機 EHP-1～EHP-6 １１  

GHP室外機  １０  

GHP室内機 ７２  

集中ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ EHP用 ECP-1 １  

集中ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ GCP用 GCP-1 １  

電気ヒーター EH-1～EH-4 １４  

温水パネルヒーター PH-1 ６  

加湿器 加湿器 WM-1～WM-4 ３０  

送風機 加湿器用  

JF-1～JF-3 

４  

小型給水ポンプユニット 加圧給水ポンプユニット WP－1  １  

地下駐車場換気設備 送風機 地下駐車場給気用 ２ 15kW 
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片吸込シロッコファン（床置

型）SF-1・EF-1 

※ 仕様等は予定であるため変更になる可能性があります。 

 

４ 利用者に関すること 

項 目 頻 度 業務内容 

使用者への案内，施設

設備の説明，予約受付 

随 時 ・ 市が導入している公共施設予約システムを利用し，プ

ラザの使用希望者に使用方法や予約状況の情報を提供

すること。 

・その他使用希望者との連絡，調整，予約受付 

使用条件等の説明，附

属設備等その他備品の

貸出し，原状回復等 

随 時 ・ 使用する部屋を解錠し，附属設備または備付物件（音

響設備，映像設備，舞台設備，調理設備，移動ステー

ジ，ピアノ，可動式間仕切壁）や備品器具（会議テーブ

ル，イス等）を点検すること。 

（注）備品器具の設営や撤去は指定管理者が行うのか利

用者が行うのかを提案すること。 

・ 利用者に使用する附属設備や備品器具の取り扱いを

説明すること。 

・ 使用終了後は，原状回復，忘れ物等を確認し施錠す

ること。 

利用案内板等の作成，

使用状況の記録保管 

随 時 ・ 利用案内板や予定表を作成し，施設内に表示するこ

と。 

・ 使用状況を記録し，保管すること。 

臨時休館・臨時開館 随 時 ・ 臨時休館または休館日において臨時に開館するとき

は，委員会の承認を得ること。 

その他運営業務 随 時 ・ 屋内外を順次巡回し，使用者の安全を確保すること。 

・ 事故等の発生時には，被害の拡大防止に努めるととも

に，状況を確認し，関係機関に報告すること。 

・ 亀田支所の繁忙期や貸室稼働率が高い日など，日常

的に交通誘導員の配置による駐車場内や周辺道路の

安全確保を行うこと。また，貸室予約状況等に基づく駐

車場混雑予想情報を施設ホームページや館内掲示に

より提供すること。 

・駐車場混雑への新たな対策等について市と連携して

実施すること。 

その他 随 時 ・ 遺失物法に基づく拾得物の適正な処理 
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・ その他必要と認められる業務 

 

５ 公金収納業務に関すること 

項 目 頻 度 業務内容 

使用料の徴収および領

収書の発行 

毎 日 ・ 施設，附属設備等を専用使用しようとする者から使用

料を徴収し（原則，前納），領収書を発行すること。 

減免申請の受理 随 時 ・ 減免申請があった場合は，速やかに市に引き継ぎ，市

長の決定により取り扱うこと。 

後納申請，還付申請の

受理 

随 時 ・ 使用料は，市長が特に認める場合以外は，前納とし，

還付しないこと。 

・ 既納の使用料は，市長が特別の理由があると認める

場合以外は，還付しないこと。 

・ 後納申請や還付申請があった場合は，速やかに市に

引き継ぎ，市長の決定により取り扱うこと。 

使用料の払い込み 毎 日 ・ 収納した使用料は，翌営業日の正午までに，市の指定

金融機関，指定代理金融機関または収納代理金融機関

に払い込みすること。 

・ 払い込み完了後は，収納金日計書を作成し，払込領

収書を添付し管理責任者の決裁を受けること。 

・ 使用料の収納状況を明確にするため，現金出納簿を

作成し，管理責任者の決裁を受けること。 

報告 毎 月 ・ 使用料の収納状況をまとめ，翌月１０日までに市に報

告すること（日計表，月計表，インボイス等の写しまたは

電磁的記録） 

駐車場使用料の公金収

納業務 

毎 日 ・ 自動料金精算機より使用料（現金）を回収し，自動記

録紙の確認をすること。 

・ 収納した使用料は，翌営業日の正午までに，市の指定

金融機関，指定代理金融機関または収納代理金融機関

に払い込みすること。 

・ 払い込み完了後は，収納金日計書を作成し，払込領

収書を添付し管理責任者の決裁を受けること。 

・ 駐車場使用料の収納状況を明確にするため，現金出

納簿を作成し，管理責任者の決裁を受けること。 

・ 駐車場使用料の収納状況をまとめ，翌月１０日までに

市に報告すること（日計表，月計表，インボイス等の写し

または電磁的記録） 
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・ 減免申請があった場合は，速やかに市に引き継ぎ，市

長の決定により取り扱うこと。 

※  駐車場管理システムについて 

駐車場管理システムは，市が業務委託契約した業

者が設置したものを利用すること。 

なお，契約期間内の保守は，契約業者が対応するこ

とになっていますが，駐車券等の補充・交換等に関す

る経費は管理委託料の積算に含んでおります。 

その他 随 時 その他必要と求められる業務。 

 

６ その他の業務に関すること 

項 目 頻 度 業務内容 

各種書類の整理保管 毎 日 ・ 各種書類を整理整頓し，保管すること。 

災害および事故発生時

の緊急時の対応 

随 時 ・ 入館者の事故防止に努めること。 

・ 災害および事故発生に備え，緊急時の対応マニュア  

 ルを作成するとともに，従業員への研修・訓練を実施す 

 ること。 

・ 災害および事故発生時には，避難誘導を行うととも

に，被害拡大防止のための業務や市を含めた関係機

関への連絡調整等を行うこと。 

利用者の要望等への対

応 

随 時 ・ 利用者の意見や要望を把握するため，利用者アンケ 

ート等を実施し，アンケート結果報告書を提出すること。 

・ 運営上の改善を図るため，利用者懇談会を各年度に 

１回以上開催すること。 

・ 利用者からの苦情処理対応 

催し物ポスター等の掲示

および回収 

随 時  催し物のポスター等の提示および回収を行うこと。ただ

し，その内容が当該施設の運営方針にふさわしいと認め

られるものに限る。 

利用の促進に関すること 随 時 ・ パンフレットの作成をはじめ，様々な媒体（施設内デジ

タルサイネージ含む。）を活用し，施設案内，事業案内

等の情報発信および更新をすること。 

・ ホームページを作成し，施設や事業の内容について，

随時内容を更新すること。 

・ 業務に支障のない範囲で施設視察者に対応すること。 

市への報告等庶務業務 随 時 ・ 各種書類を整理保管すること。 

・ 管理業務月次報告書を提出すること。（翌月 10日まで） 
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・ 管理業務四半期報告書を提出すること。（翌月末日まで） 

・ 各年度の実績報告書，収支決算書を提出すること。 

（毎事業年度終了後４月末日まで） 

 

・ 翌年度の事業計画書，収支予算書を提出すること。 

（毎年２月末日まで） 

・ その他市からの各種照会に対する回答をすること。 

・ 市や関係機関，団体と連絡調整，連携すること。 

自動販売機のメーター

等報告 

毎 月 行政財産の貸付および使用許可に基づき自動販売機設

置者が設置した自動販売機の電力使用量等を市に対し

報告すること。 

 

７ 協定の締結 

  管理に係る細目的事項や市が支払うべき管理費用の額等を定めるため，市と指定管理者は， 

 次の事項について協定を締結します。 

（１） 管理業務の内容に関する事項 

（２） 管理業務を行うに当たって保有する個人情報の保護に関する事項 

（３） 事業報告に関する事項 

（４） 定期報告に関する事項 

（５） 関係法令等の遵守に関する事項 

（６） 管理上発生する責任分担に関する事項 

（７） 事故発生時の報告等に関する事項 

（８） 管理業務の委託禁止等に関する事項 

（９） 指定の取消等に関する事項 

（10） 損害賠償に関する事項 

（11） 利用者のニーズ把握に関する事項 

（12） 管理業務等の評価および公表 

（13） 実地調査，指示に関する事項 

（14） その他市長が必要と認める事項 

 

８ 業務実施に付随して指定管理者が行う事項 

  指定管理者は，指定管理業務の実施に付随して次の事項を行うこと。 

（１）  管理に関する協定を締結した者は，業務を円滑に行えるよう指定期間の開始日前に準備  

を行い，委員会から必要な引き継ぎを受けること。 

   なお，準備や引き継ぎに要した費用等は，指定管理者の負担とする。 

（２）  指定期間の終了または指定取り消し等により，指定管理者の指定が終了となる場合は，  
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次期指定管理者が円滑かつ支障なく業務を遂行できるよう，業務の引き継ぎを行うととも 

  に，必要な資料等を遅滞なく提供すること。 

   また，市が認める場合を除き，指定が終了となる者の費用負担で，原状回復措置を行うこと。 

 

９ 協議事項 

  この処理要領に定める事項について，疑義が生じた場合は，市および指定管理者双方で協 

 議を行い決定する。 

 

Ⅱ 自主事業                                   

 ・ 指定管理者は，管理業務以外に，プラザの施設の用途または目的を阻害せず，かつ管理業

務の実施を妨げない範囲において，施設の利用促進またはサービス向上を目的として，管理

業務以外に，自己の費用と責任で自主事業を提案し，市の承認を得たうえで，実施すること。 

 

Ⅲ 組織体制および従業員の配置                          

 ・ 指定管理者は，管理業務を実施するために必要な業務執行体制を確保するとともに，労働

基準法等関係法令を遵守し，管理業務を効率的に行うため，適正な組織体制および従業員の 

配置を行うこと。 

１ 管理責任者の責務 

  従業員の中から管理責任者を定め，管理責任者は，次の事項を所掌すること。 

（１） プラザの効率的，効果的な管理運営を安定して行うこと。 

（２） 市と指定管理者間の連絡調整に関すること。 

（３） 現場における従業員の指揮監督に関すること。 

（４） 適切な管理運営に資するため，従業員の知識・接遇マナーの向上に努めること。 

（５） 事故・労働災害の防止に努めること。 

（６） 各種報告書は定められた期日までに提出すること。 

（７） その他市の指示に対する処置および報告等を行うこと。 

 

２ 従業員の配置（管理責任者を含む。） 

（１） 従業員は，プラザの開館時間のうち，午前８時１５分から午前９時までおよび午後１０時から

午後１０時３０分までは，２名以上を配置，午前９時から午後１０時までは４名以上（うち２名以

上は常勤の者）を配置し，繁忙となる時間および時期に適切な人員を配置すること。 

（２） 建築物における衛生的環境の確保に関する法律および関係法令に基づく特定建築物維持

管理権原者を選任すること。なお，初年度および変更があった場合は，届出を市立函館保健

所へ提出すること。 

（３） 従業員に防火管理者の資格（取得見込み可）を有する者を配置すること。 

（４） 従業員は，救急法・蘇生法（自動体外式除細動器(ＡＥＤ)の操作を含む。）を実践できること。 
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（５） 業務の適切な実施等に資するため，従業員の研修会，講習会への参加や資格取得等の機

会を設け，知識・技術の向上に努めること。 

（６） その他施設の管理にあたり，法令等の規定により資格を有する業務を行う場合には，必要

となる有資格者を配置すること。 

 

３ その他 

（１） 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づく建築物環境衛生管理技術者を

選任すること。なお，初年度および変更があった場合は，届出を市立函館保健所に提出する

こと。 

（２） 危険物取扱者（甲種もしくは乙種第４類）の選任，届出を行うこと。 

（３） 電気事業法に基づく電気主任技術者の選任，届出を行うこと。 

（４） 従業員等に変更があったときは，速やかに届け出ること。 

（５） 管理運営上において疑義が生じたときは，市と協議すること。 

 

Ⅳ 備品等                                    

 ・ 市が貸与している備品等が経年劣化により，管理業務実施の用に供することが出来なくなっ

たとき，または新たに必要となった備品等は，必要に応じて市が購入または調達する。 

 ・ 指定管理者が施設利用者のサービス向上を目的に，自らの費用で購入または調達した備品

等は，市と協議のうえ管理業務の用に供することができ，当該備品等は指定管理者に帰属す

る。 

 ・ 指定管理者は，備品等を台帳により管理すること。 

 

Ⅴ 施設および備品等の修繕                                    

 ・ 施設および備品等は，正常に保持し，適正な利用に供するよう日常的な保守点検を行い，必

要に応じて日常的な管理で必要となる部品や消耗品の購入・交換を行うこと。 

なお，１件２０万円以上（税込み）の修繕については，市が行うものとする。 

 

Ⅵ 備品一覧                               

設置場所 品名 形状等 数量 備考 

１Ｆ事務室１ 図書管理システ

ムインストール済

PC 

 
１ 

 

LibMaX，ライセン

ス，保守 

バーコードリーダ

ー，ＰＣ 

１Ｆ講堂１・２ 移動式ピアノ昇

降機 

（株）総合ピアノサー

ビス 

２ ブラックキャリー

×１，はこべーⅡ

×１ 
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１Ｆふれあいホー

ル 

（カフェコーナー） 

人工樹木（ベンジ

ャミン） 

 
１ 数量：１ 

１Ｆふれあいホー

ル 

（カフェコーナー） 

ビッグテーブル W5,500*1,000*700 １ 特注）天板メラミ

ン化粧版，プラン

トボックス付 

１Ｆ講堂１・２ グランドピアノ ヤマハ CS １   

１Ｆ講堂１・２ ピアノ椅子  １  

１Ｆふれあいホー

ル 

（カウンタースペ

ース）ほか 

イス W465*D460*H740(S

H425) 

４８ axona AICHI 

PAG111S-JC2 

２Ｆ交流活動室ほ

か 

イス W500×D465×H790

×SH450 座パッド

あり 

４８ AICHI  

PAG213-MA-M-

VAP 

１Ｆふれあいホー

ル 

（フリースペース） 

スクエアテーブル Ｗ７５０＊Ｄ７５０＊Ｈ

７００ 

１０ 天板：メラミン化

粧版 

１Ｆふれあいホー

ル 

（フリースペース） 

安楽椅子  ４  

１Ｆ講堂１・２ ほ

か 

スタッキングチェ

ア 

W480*D545*H795 １１５０ ＡＩＣＨＩ LUSH-

SXG 

FLU４グレー 

１Ｆ講堂１・２ ほ

か 

スタッキングチェ

ア用台車 

W560*D935*H950 ３１ AICHI LUSH台

車 

１Ｆ講堂１・２ ほ

か 

会議用テーブル W1,800*D450*H720 ２８０ コクヨ リーフライ

ン 

ＫＴ－ＰＳ１２００Ｐ

ＡＷＮ３ 

１Ｆ事務室１ 回転椅子 総合案内 ２４ ＣＲＧ１８２

（CRG210 13脚

含） 

１Ｆ講堂１・２ ホワイトボード Ｗ1907×H1800 １２ 
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１Ｆ講堂１・２ 可動式ステージ W2,400*D1,200*H6

00 

１２ AICHI ＡＩＳ－６ 

１Ｆ講堂１・２ 可動式ステージ

用幕板 

W1,200*DXH575 １４ AICHI ＡＩＳ－Ｍ

Ｐ－６ 

１Ｆ講堂１・２ ターポリンシート MR150-100 厚さ

0.42mm 

２２ 長さ 21m 

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

座パッド付スタッ

キングチェア 

  １６   

各階 ＡＢＣ粉末消火器 １０型 ２６ 大和プロテック

（蓄圧） 

各階 展示用パネル ホワイエ １０ ＬＦＰＤ３６ＹＢ 

風除室（１）～（３） 傘袋スタンド   ３ 
 

１Ｆふれあいホー

ル 

（閲覧スペース） 

閲覧テーブル（キ

ャレルデスク） 

W1,400*D1,400*H7

00 

３ 特注）天板メラミ

ン化粧版，プラン

トボックス付 

１Ｆふれあいホー

ル 

（フリースペース） 

新聞ラック（５段）   １   

１Ｆロビー 

（ふれあいモー

ル） 

人工樹木用鉢 ６００＊６００ １   

１Ｆ事務室１ パンフレットスタン

ド 

  ２   

１Ｆロビー 

（ホワイエ） 

ロビーチェア W1800×D600×

H400 

２ コクヨ ロビーチェ

ア 

CN60B VZQ1 

１Ｆロビー 

（ホワイエ） 

ロビーチェア W1500×D600×

H400 

７ コクヨ ロビーチェ

ア 

CN61B VZQ1 

１Ｆロビー 

（ホワイエ） 

コインロッカー オカムラ 45A08B １   

１Ｆ講堂１・２ 演台 W1,200*D550*H1,0

35 

１ WA120改（キャス

ター付） 

１Ｆ講堂１・２ 花台   １ ＷＦ１２０ 
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１Ｆ講堂１・２ 液晶プロジェクタ

ー 

  ４ キャノン EB-

2265U 

１Ｆ事務室１ バーコードリーダ

ー 

  １ KC-2200 

１Ｆ事務室１ 両袖デスク   １   

１Ｆ事務室１ ほか 片袖デスク コクヨ 

SD-1SN147LCASP 

６   

２Ｆ保健相談室 片袖デスク   １   

１Ｆ事務室１ ワークフィットデス

ク 

  １   

１Ｆ更衣室 

（男女） 

３連ロッカー   ２ グローリー LO-

24 

１Ｆ講堂１・２ ほ

か 

ワイヤレスマイク

セット 

  ８ 
 

１Ｆ講堂１・２ 有線マイク SHURE SM58-SE ２ 
 

１Ｆ講堂１・２ ワイヤレスマイク ハンド型 ２ ＴＯＡ ＷＭ－１２

３０ 

１Ｆ講堂１・２ 防炎紅白幕   ２   

１Ｆ講堂１・２ 自立式紅白幕用

ポールスタンドセ

ット 

  ３   

１Ｆ講堂１・２ 自立式紅白幕用

ポールスタンド延

長キットセット 

  １   

１Ｆ講堂１・２ 可動式ステージ

用ステップ 

W800*D550*H430 １ AICHI ＡＩＳ－Ｓ

－６ 

１Ｆ講堂１・２ ピアノカバー   １ グランドピアノＣＳ

用（#1028150） 

対応用カバー 

１Ｆ講堂１・２ ターポリンシート

ハンガー 

ＭＲ－１７１－４１０－

０ 

２   

１Ｆ講堂１・２ ターポリンシート

巻取機 

ＭＲ－１７１－４２０－

０ 

１   
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１Ｆ講堂１・２ 移動式プロジェク

タースクリーン 

  ４   

１Ｆ講堂１・２ 傘立 ６０本用 ２ 
 

１Ｆ体育室 脚立 
 

１ 天板１．８ｍ 

１Ｆ体育室 ソフトバレー・バド

ミントン支柱 

  ３   

１Ｆ体育室 卓球台   ６   

１Ｆ体育室 得点板   ２   

１Ｆ体育室 バレー支柱   １   

１Ｆ体育室 バレーボールネ

ット 

  ２   

１Ｆ体育室 ボール整理棚   １   

１Ｆ体育室 ボール用ミニコン

プレッサー 

  １   

１Ｆ事務室１ 携帯型磁気ルー

プシステム 

20m可動型ドラム式

ループアンテナ，有

線マイク付き 

１ ソナール ＨＳ－

６０ 

１Ｆ事務室１ 耐火金庫 56.6L １ 
 

１Ｆ事務室１ スチール書庫 Ｗ８８０＊Ｄ４００＊Ｈ

１８５０ 

３ Ｓ３７０Ｆ１  

１Ｆ事務室１ フラップテーブル W650*D450*H720 ５   

１Ｆ事務室１ ラミネーター   １  

２Ｆ交流スペース テレビ ソニーブラビア 

４３インチ 

１  

２Ｆ交流スペース ディスプレイスタ

ンド 

  ２  

２Ｆ交流スペース 

ほか 

ブルーレイディス

ク／DVDプレイ

ヤー 

ソニー ２  
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２Ｆ交流活動室１ 

ほか 

勾玉型テーブル W1465×D900×H720 ８ コクヨ MT-

FMM159 

２Ｆ交流活動室３ 

（和室） 

茶道道具ＩＨ対応

セット 

置炉，茶釜，調理器 １   

２Ｆ交流活動室３ 

（和室） 

茶道道具セット   １   

３Ｆ研修室１ 

（和洋兼用） 

テーブル兼用座

卓 

W1800×D450×

H700(330) 

６   

２Ｆ交流活動室３ 

（和室） 

座卓（高さ調整可

能タイプ） 

リフティ座卓 ４ １２００×６００ 

２Ｆ軽運動室 家庭用エアロバ

イク 

エバニューＥＴＡ３２９ １   

２Ｆ交流活動室 碁盤 マグネット １  

２Ｆ軽運動室 フラットベンチ   １   

２Ｆ軽運動室 家庭用ランニング

マシン 

カワイ ＨＪ－２０１７ １   

２Ｆあかちゃん休

養室 

キッチンカウンタ

ー 

  １   

２Ｆあかちゃん休

養室 

ソファサイドテー

ブル 

  １   

２Ｆあかちゃん休

養室 

授乳用チェア オモイオ ＢＲ－ＦＣ

５０ 

１   

２Ｆあかちゃん休

養室 

木製手荷物置き

台 

  １   

２Ｆあかちゃん休

養室 

ベビーベッド アップリカ ココネル

エアー 

１   

２Ｆ子ども活動室 LaQベーシック

2400カラーズ 

  １   

２Ｆ子ども活動室 ホワイトグルメキッ

チン 

  １   

２Ｆ子ども活動室 抗菌ままごとセッ

トあそびテーブル

セット 

  １   

２Ｆ子ども活動室 テレビ シャープ３２インチ １  
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２Ｆ子ども活動室 キッズベンチ １２００＊３００ ５  

２Ｆ子ども体育室 ノーパンク一輪車 トーエイライト １ １６，１８，２０イン

チ各１台 

２Ｆ子ども体育室 平均台 200 トーエイライト １ Ｔ２１９５Ｂ 

２Ｆ子ども体育室 得点板   １   

２Ｆ子ども体育室 アルミスタッキン

グ一体型カゴ 

  １   

２Ｆ子ども体育室 卓球台 VITAS社製 

TSP TL18 

Separate(M3738)  

３  

２Ｆ子ども体育室 跳び箱  １  

２Ｆ事務室２ 図書管理システ

ム用ＰＣ 

  １   

２Ｆ事務室２ ワークフィットデス

ク 

SD-WFA616SA ２   

２Ｆ保健相談室 耐薬引違保管庫   １   

２Ｆ保健相談室 冷蔵庫 １ドア４５Ｌ １   

２Ｆ保健相談室 デジタル握力計   １   

２Ｆ保健相談室 診察台   １   

３Ｆ研修室１ 

（和洋兼用） 

研修室１（和洋兼

用）用置き畳セッ

ト 

  １   

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

圧力ＩＨ炊飯器 象印マホ－ビン Ｎ

Ｗ－ＪＵ１８ ＢＡ 

１ １升炊き 

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

圧力ＩＨ炊飯器 象印マホ－ビン Ｎ

Ｗ－ＪＵ１０ ＢＡ 

１ ５．５合炊き 

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

業務用電子レン

ジ 

パナソニック ＮＥ７１

１Ｇ 

１   
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３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

ハンディフードプ

ロセッサー 

ブレンダーマルチク

イックブラウンＭＱ７７

５ 

１   

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

コーヒーメーカー デロンギ ＢＣＯ４１０

Ｊ－Ｗ 

１ ドリップ、エスプレ

ッソ、カプチーノ

対応 

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

キャスター付食卓

テーブル 

  ４   

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

ワンタッチレバー

圧力鍋 

パール金属 １   

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

フィッシュロースタ

ー 

パナソニック ＮＦ－

ＲＴ１０００－Ｔ 

１   

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

ホットプレート タイガー Ｇ３００－Ｓ

Ｎ 

４   

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

冷凍冷蔵庫   １ ＧＲＲ４７０ＧＷ（Ｕ

Ｗ） 

３Ｆ研修室２ 

（調理機能） 

加熱水蒸気オー

ブンレンジ 

  １   

３Ｆ小会議室１ 移動式スクリーン 103型 １ MS-103FN 

３Ｆ小会議室１ 移動式プロジェク

ター 

  １ EPSON ＥＢＷ４１ 

３Ｆ大会議室１ ワイヤレスマイク

（音響設備用） 

ハンド型 １ JVC WM-P970 

３Ｆラウンジ テーブル兼用食

卓 

Φ900×H720 ２ MT-JTJE 

１Ｆロビー 

（ホワイエ）ほか 

イス W2400×D350×H370 ２ AICHI 

JELLY-STICK--

4S-VZF 

１Ｆふれあいホー

ル 

（フリースペース）

ほか 

イス W1800×D350×H370 ６ AICHI 

JELLY-STICK-

3S-VZF 

３Ｆ清掃員室 応接用アームチ

ェア 

  ２   
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３Ｆ清掃員室 応接用ソファ   １   

３Ｆ清掃員室 応接用センター

テーブル 

  １   

駐車場 駐車場ゲートバ

ー 

破損時の予備 ２ アマノ 

各階 ベルトパーテー

ション 

４本組み ３ 
 

１Ｆふれあいホー

ル 

（図書コーナー） 

装備図書 地元に関する本 １ 函館・上磯・亀

田の１００年 

１Ｆふれあいホー

ル 

（図書コーナー） 

装備図書 地元に関する本 １ 函館・渡島・檜

山の歴史 

１Ｆふれあいホー

ル 

（図書コーナー） 

装備図書 地元に関する本 １ 北海道民具事典 

１Ｆふれあいホー

ル 

（図書コーナー） 

装備図書 新刊本 北海道民

具事典Ⅱ 

１ 新刊本 北海道

民具事典Ⅱ 

３Ｆ 函館山テラ

ス 

出入口スロープ   １   

外構 屋外用ベンチ   ５   

外構 物置   １   

１階ホワイエ 書作品  １ 作 千葉軒岳 

「夢」 

風除室 車椅子   ３ 自走式車椅子

（成人用） 

地下物置 小型除雪機 ヤマハ 

YSF １０７０T 

１  
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Ⅶ 準備行為                                

 ・指定管理者の準備行為については，次のとおりとし，実施について事前に委員会に報告するこ

と。 

（１） 従業員の採用および研修 

（２） 消耗品等，管理業務に必要な物品の発注および設置 

（３） 施設利用案内（リーフレット等）の作成 

（４） ホームページの作成，管理 

（５） その他必要な事項 

 

 

Ⅷ 指定期間の満了                               

（１） 指定期間の終了に際し，市または市が指定するものに対し，本業務の引継ぎを行うこと。 

（２） 指定期間終了までに管理物件を原状に回復し，明け渡すこと。 

（３） 管理業務を実施するために必要な備品等については，市または市が指定するものに対し引

き継ぐこと。 

   ただし，それ以外の備品等で指定管理者が調達したものは，指定管理者の責任で撤去する

こと。 

 

Ⅸ 協議                                  

 ・ この管理業務処理要領に定める事項について疑義が生じた場合は，市および指定管理者の

双方で協議を行い決定する。 

 

Ⅹ 公の施設の設置条例および規則                         

１ 函館市亀田交流プラザ条例 

 （設置） 

第１条 幅広い世代の市民に生涯にわたる学習活動の場および多様な交流の場を提供し，もって

豊かな市民生活および活力ある地域社会の実現に寄与するため，市に亀田交流プラザを設置

する。 

 （名称および位置） 

第２条 名称および位置は，次のとおりとする。 

  名称 函館市亀田交流プラザ 

  位置 函館市美原１丁目２６番１２号 

 （開館時間および休館日） 

第３条 函館市亀田交流プラザ（以下「プラザ」という。）の開館時間および休館日は，函館市教育

委員会規則で定める。 

 （事業） 
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第４条 プラザは，次に掲げる事業を行う。 

（１） 市民への生涯にわたる学習活動の場および機会の提供に関すること。 

（２） 市民への多様な交流の場および機会の提供に関すること。 

（３） その他プラザの設置の目的を達成するために必要な事業 

 （施設） 

第５条 プラザに次に掲げる施設を置く。 

（１） 講堂 

（２） 体育室 

（３） 会議室 

（４） 研修室 

（５） 交流集会室 

（６） 子ども体育室 

（７） シャワー室 

（８） 交流スペース 

（９） 交流活動室 

（10） 保健相談室 

（11） 軽運動室 

（12） 子ども活動室 

（13） ふれあいホール 

 （使用の許可） 

第６条 プラザの施設（前条第１号から第７号までに掲げるものに限る。 以下同じ。）を使用しよう

とする者は，あらかじめ函館市教育委員会（以下「委員会」という。）の許可を受けなければなら

ない。許可を受けた事項を変更しようとするときも，同様とする。 

２ 委員会は，前項の許可をする場合において，プラザの管理上必要があると認めるときは，条件

を付すことができる。 

３ プラザの駐車場を使用しようとする者は，あらかじめ委員会の許可を受けなければならない。 

 （使用の不許可等） 

第７条 委員会は，次の各号のいずれかに該当するときは，プラザの施設の使用を許可しない。 

（１） 秩序もしくは風紀を乱し，または他人に迷惑を及ぼすおそれがあると認められるとき。 

（２） 建物，附属設備等を損傷し，汚損し，または滅失するおそれがあると認められるとき。 

（３） その他プラザの管理上支障があると認められるとき。 

２ プラザの施設は，同一の者が引き続き５日を超えて使用することができない。ただし，委員会

が特に必要と認めるときは，この限りでない。 

 （目的以外の使用等の禁止） 

第８条 第６条第１項の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は，当該許可に係るプラザの施

設を許可を受けた目的以外に使用し，他人に転貸し，またはその使用する権利を譲渡してはな
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らない。 

 （使用料） 

第９条 使用者は，別表第１に定める使用料を前納しなければならない。 

２ 使用者は，附属設備または備付物件を使用しようとするときは，別表第２に定める使用料を当

該附属設備または備付物件を使用する日までに納めなければならない。 

３ 前２項の使用料は，市長が特に認めるときは，後納することができる。 

４ 市長は，公益上その他特に必要があると認めるときは，第１項および第２項の使用料を減免

することができる。 

 （駐車場使用料） 

第10条 プラザの駐車場の使用料（以下「駐車場使用料」という。）は，別表第３のとおりとする。 

２ 市長は，必要があると認めるときは，駐車場使用料を減免することができる。 

３ 駐車場使用料の徴収方法その他必要な事項は，函館市教育委員会規則で定める。 

 （使用料の不還付） 

第11条 既納の使用料は，還付しない。ただし，市長は，特別の理由があると認めるときは，その

全部または一部を還付することができる。 

 （特別設備等の制限） 

第12条 使用の許可を受けたプラザの施設の使用に当たり特別の設備を設け，または既存の設

備を変更しようとする者は，あらかじめ委員会の許可を受けなければならない。 

 （使用の許可の取消し等） 

第13条 委員会は，使用者が次の各号のいずれかに該当するときは，使用の許可を取り消し，ま

たは使用を停止し，もしくは使用の条件を変更することができる。この場合において，使用者に

損害が生じても市は，その賠償の責めを負わない。 

（１） この条例またはこれに基づく規則に違反したとき。 

（２） 使用の許可の条件に違反したとき。 

（３） 第７条第１項各号のいずれかに該当する理由が生じたとき。 

（４） 使用の許可の申請に偽りがあったとき。 

 （販売行為等の禁止） 

第14条 委員会の許可を受けた者以外の者は，プラザの施設またはその敷地内において，物品

の販売，寄附の要請その他これらに類する行為をしてはならない。 

 （原状回復等） 

第15条 使用者は，プラザの施設の使用を終了したとき，または第１３条の規定により使用の許

可を取り消され，もしくは使用を停止されたときは，直ちにその使用場所を原状に回復して返還

しなければならない。 

２ 使用者が前項の義務を履行しないときは，委員会は，使用者に代わってこれを執行し，その費

用を使用者から徴収する。 

 （損害賠償の義務） 
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第16条 プラザに入館した者は，建物，附属設備等を損傷し，汚損し，または滅失したときは，委

員会の定めるところにより，その損害を賠償しなければならない。 

 （入館の制限） 

第17条 委員会は，プラザに入館しようとする者または入館した者が第７条第１項各号のいずれ

かに該当するときは，入館を拒否し，または退館させることができる。 

 （指定管理者による管理） 

第18条 プラザの管理は，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定によ

り指定管理者（同項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。 

２ 指定管理者が行う業務は，次のとおりとする。 

（１） 第４条の事業の実施に関すること。 

（２） プラザの使用の許可および制限に関すること。 

（３） プラザの維持管理に関すること。 

（４） その他委員会が定める業務 

３ 指定管理者に前項の業務を行わせる場合における第６条，第７条，第１２条から第14条までお

よび前条の規定の適用については，これらの規定（第６条第１項を除く。）中「委員会」とあり，お

よび第６条第１項中「函館市教育委員会（以下「委員会」という。）」とあるのは，「指定管理者」と

する。 

 （規則への委任） 

第19条 この条例の施行に関し必要な事項は，函館市教育委員会規則で定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は，平成３２年４月１日から施行する。 

 （重要な公の施設の措置に関する条例の一部改正） 

２ 重要な公の施設の措置に関する条例（昭和３９年函館市条例第８号）の一部を次のように改正 

する。 

  第２条第２号中「，亀田青少年会館」を削り，「芸術ホール」の後ろに「，亀田交流プラザ」を加え 

る。 

 （函館市老人福祉センター条例の一部改正） 

３ 函館市老人福祉センター条例（平成１２年函館市条例第１６号）の一部を次のように改正する。 

 別表中 

 

改める。 

 （函館市児童館条例の一部改正） 

「 函館市谷地頭老人福祉センター 函館市谷地頭町１３番１８号   

」 
を 

函館市美原老人福祉センター 函館市美原１丁目２９番１９号  

「 函館市谷地頭老人福祉センター 函館市谷地頭町１３番１８号  」 に 
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４ 函館市児童館条例（昭和３５年函館市条例第２４号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中 

 （函館市公民館条例の一部改正） 

５ 函館市公民館条例（昭和４８年函館市条例第８３号）の一部を次のように改正する。 

 第９条第２項中「函館市公民館にあつては別表１に，函館市亀田公民館にあつては別 

表２」を「別表」に改める。 

 別表２を削り，別表１を別表とする。 

 （函館市亀田青少年会館条例の廃止） 

６ 函館市亀田青少年会館条例（昭和４８年函館市条例第８４号）は，廃止する。 

 

 

 

別表第１（第９条関係） 

区分 

時間区分 

午前（午前９時

から正午まで） 

午後（午後１時

から午後５時ま

で 

夜間（午後６時

から午後10時ま

で 

講堂１ 3,300円 4,400円 4,400円 

講堂２ 2,400円 3,200円 3,200円 

体育室 アマチュアのスポ

ーツに使用する場

合 

1,200円 1,600円 1,600円 

アマチュアのスポ

ーツ以外に使用す

る場合 

4,500円 6,000円 6,000円 

大会議室１ 2,400円 3,200円 3,200円 

大会議室２ 2,100円 2,800円 2,800円 

大会議室３ 2,100円 2,800円 2,800円 

小会議室１ 600円 800円 800円 

小会議室２ 600円 800円 800円 

「函館市富岡児童館  函館市富岡町１丁目４９番２７号  
を 

函館市美原児童館  函館市美原２丁目２１番７号   」 

「函館市富岡児童館  函館市富岡町１丁目４９番２７号」 に改める。 

第１条中  
「函館市公民館  函館市青柳町１２番１７号  

を 
函館市亀田公民館  函館市富岡町１丁目１８番３号」 

「函館市公民館        函館市青柳町１２番１７号     」に改める。  
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小会議室３ 600円 800円 800円 

小会議室４ 600円 800円 800円 

研修室１ 600円 800円 800円 

研修室２ 300円 400円 400円 

交流集会室 1,200円 1,600円 1,600円 

子ども体育室 600円 800円 800円 

シャワー室 １人１回につき 100円 

備 考 

 １ ２以上の時間区分にわたって使用する場合は，当該使用に係る時間区分の上表の規 

定による使用料の額（以下「基本使用料の額」という。）を合算した額とする。 

 ２ 商品の宣伝，展示，販売等営利目的で使用する場合は，基本使用料の額の２倍に相 

当する額とする。 

 ３ 大会議室をそれぞれ全体の面積の２分の１に相当する面積で使用する場合は，それ 

ぞれの基本使用料の額の２分の１に相当する額とする。 

 ４ 許可を受けた時間区分を超えて使用した場合は，超過時間１時間までごとに，当該 

許可を受けた時間区分の次の時間区分の基本使用料の額（午後１０時以後にわたる超 

過時間については，夜間の基本使用料の額）の２分の１に相当する額を徴収する。 

 

別表第２（第９条関係） 

区分 
使用料 

摘要 
単位 金額 

講堂１ 音響設備 一式 1,000円 音響架，音響ワゴン，マイ

ク，マイクスタンド 

講堂２ 音響設備 一式 1,000円 音響架，音響ワゴン，マイ

ク，マイクスタンド 

映像設備 一式 1,400円  固定式プロジェクター，スク

リーン 

舞台設備 一式 1,600円  舞台照明，舞台幕 

大会議室 音響設備 一式 300円  音響ワゴン，マイク，マイク

スタンド 

研修室２ 調理設備 一式 500円  システムキッチン，冷凍冷

蔵庫 

移動ステージ 一式 700円  

ピアノ １台 700円  

備 考 

 １ 上表の規定による使用料の額は，別表第１に規定する時間区分のうち午前，午後ま 
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たは夜間のいずれかの時間区分において使用する場合の額とする。 

 ２ 許可を受けた時間区分を超えて使用した場合は，超過時間１時間までごとに，上表 

の規定による使用料の額の２分の１に相当する額を徴収する。 

 

別表第３（第１０条関係） 

使用者の区分 自動車の種別 駐車場使用料 

施設使用者 

 

 

普通自動車 

小型自動車 

軽自動車 

２時間までは，無料とし， 

２時間を超えた後３０分ま 

でごとに１００円 

施設使用者以外の者 

 

 

普通自動車 

小型自動車 

軽自動車 

２時間までは，２００円と 

し，２時間を超えた後３０ 

分までごとに１００円 

備 考 

 １ 施設使用者とは，プラザに入館した者および亀田支所に来庁した者をいう。 

 ２ 普通自動車とは，道路運送車両法施行規則（昭和２６年運輸省令第７４号。以下 

「省令」という。）別表第１に規定する普通自動車のうち貨物の運送の用に供する普 

通自動車を除いた乗車定員１０人以下のものをいう。 

 ３ 小型自動車とは，省令別表第１に規定する小型自動車のうち二輪自動車を除いたも 

のをいう。 

 ４ 軽自動車とは，省令別表第１に規定する軽自動車のうち二輪自動車を除いたものを 

いう。 

 ５ 二輪自動車とは，省令別表第１に規定する小型自動車および軽自動車のうちの二輪 

自動車（側車付二輪自動車を除く。）ならびに省令第１条に規定する原動機付自転車 

をいう。 

 ６ 午後１０時３０分までに出場しなかった場合における当該時刻から翌日の午前８時 

１５分までの間の使用料の額は，上表の規定にかかわらず，１，０００円とする。 
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２ 函館市亀田交流プラザ条例施行規則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は，函館市亀田交流プラザ条例（平成３１年函館市条例第２２号。以下「条例」と

いう。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （開館時間および休館日） 

第２条 函館市亀田交流プラザ（以下「プラザ」という。）（ふれあいホールを除く。）の開館時間は，

午前９時から午後１０時までとする。ただし，函館市教育委員会（以下「委員会」という。）が必要

と認めるときは，変更することができる。 

２ プラザ（ふれあいホールに限る。）の開館時間は，午前８時１５分から午後１０時３０分までとす

る。ただし，委員会が必要と認めるときは，変更することができる。 

３ プラザの休館日は，１月１日から１月３日までの日および１２月２９日から１２月３１日までの日

とする。ただし，委員会が必要と認めるときは，臨時に休館し，または休館日に臨時に開館する

ことができる。 

 （使用許可の申請） 

第３条 条例第６条第１項の許可（シャワー室の使用の許可を除く。）を受けようとする者は，別記

第１号様式の申請書を委員会に提出しなければならない。 

２ 前項の申請は，プラザの施設を使用しようとする日（以下「使用日」という。）の６月前の日の属す

る月の初日から使用日の当日までにしなければならない。ただし，委員会が特に認めるときは，こ

の限りでない。 

３ 条例第６条第１項の許可（シャワー室の使用の許可に限る。）を受けようとする者は，シャワー

室の使用に係る使用料を添えて，委員会に申請しなければならない。 

 （使用の許可等） 

第４条 委員会は，前条第１項の申請があった場合において，使用を許可したときは別記第２号

様式の許可書を当該申請をした者に交付し，使用を許可しないときは別記第３号様式の通知

書により当該申請をした者に通知するものとする。 

 （許可書の提示） 

第５条 前条の許可書の交付を受けた者（以下「使用者」という。）は，当該許可書（次条第２項の

許可書の交付を受けた場合にあっては，当該許可書を含む。）をその許可に係るプラザの施設

を使用する際常に携帯し，プラザの係員からの求めに応じ，これを提示しなければならない。 

 （変更許可の申請等） 

第６条 使用者は，許可を受けた事項を変更しようとするときは，別記第４号様式の申請書により

委員会に申請し，許可を受けなければならない。 

２ 委員会は，第１項の申請があった場合において，変更を許可したときは別記第５号様式の許

可書を当該申請をした者に交付し，変更を許可しないときは別記第３号様式の通知書により当

該申請をした者に通知するものとする。 

 （使用中止の届出） 
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第７条 使用者は，プラザの施設の使用を中止しようとするときは，別記第６号様式の届出書によ

り委員会に届け出なければならない。 

 （使用料の後納） 

第８条 条例第９条第３項の市長が特に認めるときとは，国，地方公共団体その他これらに準ず

る者に使用させるときとする。 

２ 前項の者は，使用料を後納しようとするときは，別記第７号様式の申請書により市長に申請し

なければならない。 

３ 市長は，前項の申請があったときは，後納の可否を決定し，その旨を当該申請をした者に通

知するものとする。 

 （使用料の減免） 

第９条 条例第９条第４項の規定により使用料の減免を受けようとする者は，別記第８号様式の

申請書により市長に申請しなければならない。 

２ 市長は，前項の申請があったときは，減免の可否を決定し，別記第９号様式の通知書により当

該申請をした者に通知するものとする。 

 （使用料の還付） 

第10条 条例第１１条ただし書の市長が特別の理由があると認める場合とは，次の各号に掲げる

場合とし，還付する額は，当該各号に掲げる場合の区分に応じ，当該各号に定める額とする。 

 (1) 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により使用できなくなった場合 既納

の使用料の全額 

 (2) その他特別な理由により市長が還付する必要があると認める場合既納の使用料の全部ま

たは一部の額 

２ 使用料の還付を受けようとする者は，別記第１０号様式の申請書により市長に申請しなければ

ならない。 

３ 市長は，前項の申請があったときは，還付の可否を決定し，その旨を当該申請をした者に通

知するものとする。 

 （特別設備等の申請等） 

第11条 条例第１２条の許可を受けようとする者は，別記第１１号様式の申請書により委員会に

申請しなければならない。 

２ 委員会は，前項の申請があった場合において，特別の設備等を許可したときは別記第１２号

様式の許可書を当該申請をした者に交付し，特別の設備等を許可しないときは別記第１３号様

式の通知書により当該申請をした者に通知するものとする。 

 （催物のプログラムの提出） 

第12条 使用者は，プラザを鑑賞会，講演会，講習会その他これらに類する催物のために使用す

る場合は，事前にそのプログラムを定め，委員会に提出しなければならない。 

 （使用者の遵守事項） 

第13条 使用者は，条例に定めるもののほか，次に掲げる事項を守らなければならない。 
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（１） 危険物等を持ち込まないこと。 

（２） 所定の場所以外で，火気を使用し，または飲食しないこと。 

（３） プラザおよびその敷地内で喫煙しないこと。 

（４） 入場者の安全確保の措置を講じること。 

（５） プラザおよびその敷地内の秩序を維持するため必要な会場責任者および整理員を置くこと。 

（６） 附属設備等を適切に取り扱い，許可を受けたもの以外のものを使用し，または移動しないこ

と。 

（７） プラザおよびその施設内で，許可なく看板，ポスター等の掲示等をしないこと。 

（８） プラザの清潔を保つこと。 

（９） その他プラザの係員の指示に従うこと。 

 （入場者の遵守事項） 

第14条 入場者（前条に規定する者を除く。）は，次の各号に掲げる事項を守らなければならない。 

（１） 所定の場所以外で，火気を使用し，または飲食しないこと。 

（２） プラザおよびその敷地内で喫煙しないこと。 

（３） 広告物の掲示および配布をしないこと。 

（４） 騒音を発し，暴力を用いる等他人に迷惑をかけないこと。 

（５） 所定の場所以外に出入りしないこと。 

（６） プラザの清潔を保つこと。 

（７） その他プラザの係員の指示に従うこと。 

 （立入り） 

第15条 使用者は，係員がプラザの管理のため使用している施設に立ち入るときは，これを拒む

ことができない。 

 （損傷等の届出等） 

第16条 使用者は，建物および附属設備等を損傷し，汚損し，または滅失したときは，別記第１４

号様式の届出書により委員会に届け出て，その指示を受けなければならない。 

 （使用後の点検） 

第17条 使用者は，プラザの施設の使用を終えたときは，直ちにプラザの係員にその旨を申し出

て，点検を受けなければならない。 

 （指定管理者に管理を行わせる場合の読替え） 

第18条 指定管理者に条例第１８条第２項の業務を行わせる場合における第３条，第４条，第６条，

第７条，第１１条，第１２条および第１６条の規定の適用については，これらの規定中「委員会」

とあるのは「指定管理者」と，第３条第１項中「別記第１号様式の」とあるのは「別記第１号様式

に準じて指定管理者が定める」と，第４条中「別記第２号様式の」とあるのは「別記第２号様式に

準じて指定管理者が定める」と，同条および第６条第２項中「別記第３号様式の」とあるのは「別

記第３号様式に準じて指定管理者が定める」と，同条第１項中「別記第４号様式の」とあるのは

「別記第４号様式に準じて指定管理者が定める」と，同条第２項中「別記第５号様式の」とある
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のは「別記第５号様式に準じて指定管理者が定める」と，第７条中「別記第６号様式の」とある

のは「別記第６号様式に準じて指定管理者が定める」と，第１１条第１項中「別記第１１号様式の」

とあるのは「別記第１１号様式に準じて指定管理者が定める」と，同条第２項中「別記第１２号様

式の」とあるのは「別記第１２号様式に準じて指定管理者が定める」と，「別記第１３号様式の」と

あるのは「別記第１３号様式に準じて指定管理者が定める」と，第１６条中「別記第１４号様式の」

とあるのは「別記第１４号様式に準じて指定管理者が定める」とする。 

 （教育長への委任） 

第19条 この規則に定めるもののほか必要な事項は，教育長が定める。 

   附 則 

 この規則は，平成３２年４月１日から施行する。 

 

別記第１号様式（第３条関係） 

別記第２号様式（第４条関係） 

別記第３号様式（第４条，第６条関係） 

別記第４号様式（第６条関係） 

別記第５号様式（第６条関係） 

別記第６号様式（第７条関係） 

別記第７号様式（第８条関係） 

別記第８号様式（第９条関係） 

別記第９号様式（第９条関係） 

別記第10号様式（第10条関係） 

別記第11号様式（第11条関係） 

別記第12号様式（第11条関係） 

別記第13号様式（第11条関係） 

別記第14号様式（第16条関係） 
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別記第１号様式（第３条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用許可申請書 

年  月  日  

 

函館市教育委員会 様 

 

申請者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局            番 

 

次のとおり函館市亀田交流プラザの施設を使用したいので申請します。         

使 用 目 的  

使 用 施 設 等 使 用 日 ・期 間 時 間 区 分 使 用 人 数 使 用 料 

講 堂 １  午前・午後・夜間 人 円 

講 堂 ２  午前・午後・夜間 人 円 

体 育 室  午前・午後・夜間 人 円 

大 会 議 室 １  午前・午後・夜間 人 円 

大 会 議 室 ２  午前・午後・夜間 人 円 

大 会 議 室 ３  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 １  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 ２  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 ３  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 ４  午前・午後・夜間 人 円 

研 修 室 １  午前・午後・夜間 人 円 

研 修 室 ２  午前・午後・夜間 人 円 

交 流 集 会 室  午前・午後・夜間 人 円 

子 ど も 体 育 室  午前・午後・夜間 人 円 

商 品 の 宣 伝 ， 展 示 ， 販 売 等 営 利 目 的 と し て の 使 用 の 有 無 有  ・  無 

附 属 設 備 等 使 用 料 円 

使 用 料 合 計 円 

使 用 責 任 者 氏 名 （電話    局      番） 

備 考  

注 １ 太線内は，記入しないでください。 

２ 時間区分欄および商品の宣伝，展示，販売等営利目的としての使用の有無 

欄は，該当するものを○で囲んでください。 
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別記第２号様式（第４条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用許可書 

許可番号 第      号   

年  月  日   

 

           様 

 

函館市教育委員会 印   

 

年  月  日付けで申請のあった函館市亀田交流プラザの施設の使用について

は，次のとおり許可します。 

使 用 目 的  

使 用 施 設 等 使 用 日 ・期 間 時 間 区 分 使用人数 使 用 料 

講 堂 １  午前・午後・夜間 人 円 

講 堂 ２  午前・午後・夜間 人 円 

体 育 室  午前・午後・夜間 人 円 

大 会 議 室 １  午前・午後・夜間 人 円 

大 会 議 室 ２  午前・午後・夜間 人 円 

大 会 議 室 ３  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 １  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 ２  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 ３  午前・午後・夜間 人 円 

小 会 議 室 ４  午前・午後・夜間 人 円 

研 修 室 １  午前・午後・夜間 人 円 

研 修 室 ２  午前・午後・夜間 人 円 

交 流 集 会 室  午前・午後・夜間 人 円 

子ども体育室  午前・午後・夜間 人 円 

商品の宣伝，展示，販売等営利目的としての使用の有無 有  ・  無 

附 属 設 備 等 使 用 料 円 

使 用 料 合 計 円 

使 用 責 任 者 氏 名 （電話    局      番） 

備 考  
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別記第３号様式（第４条，第６条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用（変更）不許可決定通知書 

年  月  日 

 

             様 

 

                                   函館市教育委員会     印 

 

      年  月  日付けで申請のあった函館市亀田交流プラザの施設の使用（許可事

項の変更）については，次の理由により許可しないことと決定したので通知します。 

理由 

 

 

 

 

 

 

この処分について不服があるときは，この処分があったことを知った日の翌日から起算

して３か月以内に函館市長に対して審査請求をすることができます。 

また，この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に，函館市を被

告として（教育委員会が被告の代表者となります。），処分の取消しの訴えを提起すること

ができます（処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても，処分

の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。た

だし，処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に審査請求をした場合

には，処分の取消しの訴えは，その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌

日から起算して６か月以内に提起することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



46 
 

別記第４号様式（第６条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用変更許可申請書 

年  月  日 

 

函館市教育委員会 様 

 

申請者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局           番 

 

   次のとおり函館市亀田交流プラザの施設の使用の許可を受けた事項を変更したいの

で申請します。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

変 更 事 項  

変 更 内 容 

変 更 前  

変 更 後  

変 更 理 由  

添付書類 

使用許可書 
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別記第５号様式（第６条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用変更許可書 

年  月  日 

 

            様 

 

函館市教育委員会    印 

 

      年  月  日付けで申請のあった許可事項の変更を次のとおり許可します。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

変 更 事 項  

変 更 内 容 

変 更 前  

変 更 後  

変 更 理 由  
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別記第６号様式（第７条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用中止届出書 

年  月  日 

 

函館市教育委員会 様 

 

届出者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局           番 

 

  次のとおり函館市亀田交流プラザの施設の使用を中止したいので届け出ます。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

附 属 設 備 等 の 

使 用 の 有 無 
有   ・   無 

中

止

内

容 

使 用 日 ・ 期 間  

使 用 施 設  

中 止 理 由  

添付書類 

１ 使用許可書 

２ 許可事項の変更の許可を受けた場合にあっては，使用変更許可書 

注 附属設備等の使用の有無欄は，該当するものを○で囲んでください。 
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別記第７号様式（第８条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用料後納申請書 

年  月  日 

 

函館市長 様 

 

申請者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局           番 

 

   次のとおり使用料を後納したいので申請します。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

使 用 目 的  

使 用 日 ・ 期 間  

使 用 施 設  

附 属 設 備 等 の 

使 用 の 有 無 
有   ・   無 

使 用 料 の 額 円 

注 附属設備等の使用の有無欄は，該当するものを○で囲んでください。 
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別記第８号様式（第９条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用料減免申請書 

年  月  日 

 

函館市長 様 

 

申請者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局           番 

 

   次のとおり使用料の減免を受けたいので申請します。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

使 用 目 的  

使 用 日 ・ 期 間  

使 用 施 設  

附 属 設 備 等 の 

使 用 の 有 無 
有   ・   無 

使 用 料 の 額 円      

減 免 を 受 け よ う 

と す る 金 額 
円      

減 免 を 受 け よ う 

と す る 理 由 
 

注 附属設備等の使用の有無欄は，該当するものを○で囲んでください。 
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別記第９号様式（第９条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用料減免承認（却下）決定通知書 

                                       年  月  日  

 

             様 

 

                                函館市長        印  

  

        年  月  日付けで申請のあった使用料の減免については，次のとお 

り決定したので通知します。 

１ 承認 

 (1) 減免前の使用料の額 

 (2) 減免する金額 

 (3) 減免後の使用料の額 

２ 却下 

理由 

 

 

 

 

 

 

 

（却下の場合は，この処分について不服がある場合における救済の方法ならびに 

取消訴訟を行う場合の被告とすべき者および出訴期間を記載した文書を添付する 

こと。） 
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別記第10号様式（第１０条関係） 

函館市亀田交流プラザ使用料還付申請書 

年  月  日 

 

函館市長 様 

 

申請者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局           番 

 

   次のとおり使用料の還付を受けたいので申請します。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

使 用 目 的  

使 用 日 ・ 期 間  

使 用 施 設  

附 属 設 備 等 の 

使 用 の 有 無 
有   ・   無 

還 付 を 受 け よ う と 

す る 理 由 
 

添付書類 

 １ 使用許可書 

 ２ 許可事項の変更の許可を受けた場合にあっては，使用変更許可書 

注 附属設備等の使用の有無欄は，該当するものを○で囲んでください。 
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別記第11号様式（第１１条関係） 

函館市亀田交流プラザ特別設備設置等許可申請書 

年  月  日 

 

函館市教育委員会 様 

 

申請者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局            番 

 

次のとおり函館市亀田交流プラザの施設の使用に当たり特別の設備を設けたい（既存

の設備を変更したい）ので，申請します。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

設 置 （ 変 更 ） 目 的  

使 用 日 ・ 期 間  

使 用 施 設  

設 置 （ 変 更 ） 日 時 年   月   日   時   分 

原状に回復する日時 年   月   日   時   分 

特 別 の 設 備 の 設 

置 （ 既 存 の 設 備 

の 変 更 ） の 内 容 

 

添付書類 

特別の設備の設置または既存の設備の変更の状況を示す略図 
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別記第12号様式（第１１条関係） 

函館市亀田交流プラザ特別設備設置等許可書 

年  月  日 

 

             様 

 

函館市教育委員会    印 

 

         年  月  日付けで申請のあった函館市亀田交流プラザの施設の特別の設

備の設置（既存の設備の変更）については，次のとおり許可します。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

設 置 （ 変 更 ） 目 的  

使 用 日 ・ 期 間  

使 用 施 設  

設 置 （ 変 更 ） 日 時 年   月   日   時   分 

原状に回復する日時 年   月   日   時   分 

特 別 の 設 備 の 設 

置 （ 既 存 の 設 備 

の 変 更 ） の 内 容 
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別記第13号様式（第１１条関係） 

函館市亀田交流プラザ特別設備設置等不許可決定通知書 

                                        年  月  日  

 

             様 

 

                               函館市教育委員会    印  

 

         年  月  日付けで申請のあった函館市亀田交流プラザの施設の特別の設

備の設置（既存の設備の変更）については，次の理由により許可しないことと決定したの

で通知します。 

理由 

 

 

 

 

 

 

この処分について不服があるときは，この処分があったことを知った日の翌日から起算

して３か月以内に函館市長に対して審査請求をすることができます。 

また，この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に，函館市を被

告として（教育委員会が被告の代表者となります。），処分の取消しの訴えを提起すること

ができます（処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても，処分

の日から１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。た

だし，処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に審査請求をした場合

には，処分の取消しの訴えは，その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌

日から起算して６か月以内に提起することができます。 
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別記第14号様式（第１６条関係） 

函館市亀田交流プラザ損傷（汚損，滅失）届出書 

年  月  日 

 

函館市教育委員会 様 

 

届出者 

住所 
法人等にあっては，主たる 

事務所の所在地 

氏名 
法人等にあっては，その名 

称および代表者の氏名 

電話 局           番 

 

   次のとおり損傷（汚損，滅失）したので届け出ます。 

使 用 許 可 の 年 月 日 

お よ び 許 可 番 号 
年   月   日   第    号 

使 用 目 的  

使 用 施 設  

使 用 責 任 者 氏 名 （電話  局    番） 

損 傷 等 の 日 時 年   月   日   時   分 

損 傷 等 を し た 

箇 所 ま た は 物 件 
 

損 傷 等 の 内 容 

ま た は 程 度 
 

損 傷 等 の 理 由  
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３ 函館市亀田交流プラザ駐車場管理規則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は，函館市亀田交流プラザ条例（平成３１年函館市条例第２２号。以下「条例」と

いう。）第１０条第３項の規定に基づき，函館市亀田交流プラザ（以下「プラザ」という。）の駐車

場の管理に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （駐車場に駐車できる自動車の範囲） 

第２条 プラザの駐車場（以下「駐車場」という。）に駐車することができる自動車は，道路運送車

両法施行規則（昭和２６年運輸省令第７４号）別表第１に規定する普通自動車ならびに小型自

動車および軽自動車（側車付二輪自動車以外の二輪自動車を除く。）で，長さが５．５メートル

以下であり，幅が２メートル以下であり，および高さが２．６メートル以下であるものとする。 

 （供用時間および休場日） 

第３条 駐車場の供用時間は，午前８時１５分から午後１０時３０分までとする。ただし，函館市教

育委員会（以下「委員会」という。）が必要と認めるときは，供用時間を変更することができる。 

２ 駐車場の休場日は，１月１日から１月３日までの日および１２月２９日から１２月３１日までの日と

する。ただし，委員会が必要と認めるときは，臨時に休場し，または休場日に臨時に開場すること

ができる。 

 （駐車券の交付） 

第４条 委員会は，条例第６条第３項の許可をしたときは，別記様式の駐車券を交付する。 

 （使用許可の制限） 

第５条 委員会は，駐車場の使用が次の各号のいずれかに該当する場合は，前条の許可をしな

いものとする。 

（１） 発火性もしくは引火性の物品，爆発のおそれのある物品または著しく悪臭を発している物品 

を積載している自動車を駐車しようとするとき。 

（２） 駐車場の施設を汚損し，またはき損するおそれがあると認められるとき。 

（３） その他駐車場の管理に支障があると認められるとき。 

 （使用料の納付） 

第６条 第４条の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は，駐車場から自動車を退場させる際

に同条の規定により交付を受けた駐車券を提出し，条例別表第３に定める駐車場使用料（以下

「使用料」という。）を納付しなければならない。 

 （使用料の減免） 

第７条 条例第１０条第２項の市長が必要があると認めるときとは，プラザの業務の遂行上駐車

場に入場させる必要があるときその他これに準ずるときとする。 

２ 前項の規定により使用料の減免を受けようとする者は，駐車券を市長に提出し，その旨を申し

出なければならない。 

 （使用者の禁止行為） 

第８条 使用者は，駐車場において，次に掲げる行為をしてはならない。 
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（１） 秩序または風紀を乱すこと。 

（２） 他の自動車の駐車を妨げること。 

（３） 駐車場の施設を汚損し，またはき損すること。 

（４） その他駐車場の管理に支障を及ぼすおそれのあること。 

 （使用者の遵守事項） 

第９条 使用者は，駐車場において，次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１） 駐車中は，自動車のエンジンを停止し，窓，扉等が開かないようにすること。 

（２） 積載物等の盗難を防止する措置をすること。 

（３） １０キロメートル毎時を超える速度で自動車を運転しないこと。 

（４） その他駐車場の係員の指示に従うこと。 

 （許可の取消し等） 

第10条 委員会は，駐車場の管理上必要があると認める場合または使用者の行為が次の各号

のいずれかに該当する場合は，第４条の許可を取り消し，駐車場からの自動車の退場を命ず

ることができる。 

（１） 偽りその他不正な手段により第４条の許可を受けたとき。 

（２） 第４条の許可を受けた後において，第５条各号のいずれかに該当すると認められるとき。 

（３） 第８条または前条の規定に違反したとき。 

 （駐車場の施設の汚損等の届出義務） 

第11条 駐車場の施設または駐車場に駐車させている他の自動車を汚損し，き損し，または滅失

した者は，直ちにその旨を委員会に届け出なければならない。 

 （駐車場の施設の損害賠償） 

第12条 駐車場の施設を汚損し，き損し，または滅失した者は，損傷した施設を原状に回復し，ま

たは委員会の定めるところによりその損害を賠償しなければならない。 

 （駐車場内における損害についての責任） 

第13条 駐車場内における次に掲げる損害について，市は，一切その責めを負わない。 

（１） 自動車の事故，盗難等による損害 

（２） その他天災事変または不可抗力による損害 

 （指定管理者に管理を行わせる場合の読替え） 

第14条 指定管理者に条例第１８条第２項の業務を行わせる場合における第４条，第５条，第１０

条および第１１条の規定の適用については，これらの規定中「委員会」とあるのは「指定管理者」

と，第４条中「別記様式の」とあるのは「別記様式に準じて指定管理者が定める」とする。 

 （教育長への委任） 

第15条 この規則に定めるもののほか必要な事項は，教育長が定める。 

   附 則 

 この規則は，平成３２年４月１日から施行する。 

別記様式（第４条関係） 
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別記様式（第４条関係） 

(表) 

駐 車 券 

  

函 館 市 亀 田 交 流 プラザ駐 車 場 

 

入場日時 

 

 

 

施設使用者の方は，2時間まで無料で

す。 

  

施設使用者の方は，受付窓

口で証印を受けてください。 

 

  

  

 

 

(裏) 

駐車料金のご案内 

  

施 設 使 用 者 2時間までは，無料とし，2時間を超えた後30分までごとに100円 

  
施 設 使 用 者

以外 
2時間までは，200円とし，2時間を超えた後30分までごとに100円 

午後10時30分までに出場しなかった場合における当該時刻から翌日の午前8時15分まで

の間の駐車料金は，上記にかかわらず，1,000円 

  

  

注意事項 

●この券は，退場の際に機械に読み取らせるので，折り曲げたり，破損したり，紛失したり

しないでください。 

●当駐車場における事故，盗難については，一切責任を負いません。 

●車は，白線内に駐車させ，必ずかぎを掛けてください。 

  

  
 


